
建
設
大
臣
・
厚
生
大
臣
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
、
元

衆
議
院
議
員
の
小
澤
辰
男
さ

ん
と
夫
人
の
彩
子
さ
ん
が
、

市
に
、
上
大
川
前
通
12
に
あ

る
小
澤
邸
の
寄
贈
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

小
澤
家
は
、
商
家
と
し
て

も
栄
え
、
回
船
問
屋
か
ら
始

ま
り
、
明
治
中
期
に
は
米
穀

流
通
、
運
送
・
倉
庫
業
、
不

動
産
業
な
ど
を
展
開
。
市
内

で
は
屈
指
の
豪
商
と
し
て
知
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坂 井 輪 児 童 館
申し込み �は当日直接同館へ、�は同
館（�269-3154）へ　※11月18・
25・26日休館。幼児は保護者同伴
�ピヨピヨクラブ
日時 12月４・11・18・25日午前９時
～正午　対象 ２歳未満児と保護者
�うさちゃんクラブ
日時 12月６・13・20・27日午前９時～
正午　対象 ２歳以上の未就園児と保護者
�クリスマスのステンシル
日時 12月７日午前10時半～11時45分
対象 小学生先着20人
参加費 200円
�クリスマス会
日時 12月15日午後２時～４時
会場 坂井輪地区公民館
内容 ミニ音楽会、キャンドルサービス、
プレゼント交換、ほか
対象 幼児・小学生先着60人

こ ど も 創 作 活 動 館
申し込み 同館（�279-2113）へ　
※11月18・25・26日休館。幼児は保護
者同伴
�カントリー風粘土のツリー
日時 11月30日、12月７日午前10時～正午
対象 小・中学生先着20人
参加費 400円
�アタック！アート「熟」
日時 11月30日～来年２月15日午後２時
～４時（土曜全６回） 参加費 2,500円
内容 版画・モビールなど宝物を作る
対象 小学３年～中学生先着20人
�2003・マイ・カレンダー
日時 12月１日午前10時～正午
内容 紙版画のカレンダー作り
対象 小・中学生先着25人
参加費 100円
�X’masツリーを作ろう！
日時 12月１日午後１時半～３時半
対象 小・中学生先着20人
参加費 200円

ちびっこキッズフェスティバル

広い体育館でおもいっきり遊ぼう！
日時 12月２日午前10時～11時45分
会場 北地区スポーツセンター
対象 未就園児と保護者先着30組
申し込み 北地区公民館（�259-7330）へ

石山地区公民館

自然を楽しむ“冬の日和山”自然観察会
日時 12月２日午前９時～正午
集合場所 護国神社前バス停
対象 成人先着20人
申し込み 同館（�286-5631）へ
※小雨決行、現地解散

坂井輪地区公民館　ユースセミナー

熱い人広場～ＴＨＥ！仕事
日時 11月28日午後７時～９時
内容 仕事について考える
対象 高校生～30代の人先着30人
申し込み 同館（�269-2043）へ

西総合スポーツセンター

コスポッポ親子遊戯教室
日時 11月19日午前10時～11時半
内容 リズム体操、遊具を使った遊び、
ほか　対象 幼児と保護者
※保護者のみ入場料200円が必要
持ち物 屋内運動靴
申し込み 当日直接同センターへ
問い合わせ 同センター（�268-6400）へ

中 央 公 民 館
申し込み 同館（�223-7070）へ
�おとうさん・おかあさん　あそぼう
日時 11月24日、12月１・８日午前10
時～正午　内容 親子あそび
対象 幼児と保護者先着20組
�思春期という季節を生きる子どもたち
と向き合うために
日時 12月３・11・18日午前10時～正午
内容 家庭の中のカウンセリングマイン
ド、ほか　定員 先着30人　※保育あり

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

辰
男
さ
ん
は
そ
の
9
代
目

当
主
。
寄
贈
を
受
け
た
物
件

は
、
小
澤
家
が
商
家
と
し
て

の
基
盤
を
築
い
た
、
商
店
と

住
宅
を
兼
ね
た
併
用
住
宅
で

す
。敷

地
面
積
は
約
１
６
０
０

平
方
�
。
周
囲
は
２
�
を
超

え
る
高
い
塀
で
囲
ま
れ
て
お

り
、
建
物
は
商
店
部
分
が
通

り
に
面
し
て
い
て
、
木
造
の

母
屋
や
離
れ
の
ほ
か
、
土
蔵

２
棟
な
ど
、
伝
統
的
な
木
造

建
築
で
す
。
そ
の
裏
手
に
は

中
庭
が
あ
り
ま
す
。
庭
の
中

央
に
は
大
き
な
佐
渡
の
赤
石

が
置
か
れ
、
多
く
の
紀
州
石

が
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

当
時
の
豪
商
の
あ
と
が
う
か

が
え
る
、
純
和
風
造
り
の
庭

園
で
す
。

小
澤
さ
ん
夫
妻
は
長
谷
川

市
長
を
訪
れ
「
寄
贈
は
わ
た

し
の
信
念
で
あ
る
限
り
な
い

愛
郷
心
か
ら
。
市
民
の
皆
さ

ん
や
、
国
際
交
流
の
推
進
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
語

り
、
長
谷
川
市
長
は
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寄
贈

大
き
な
感
動
と
興
奮
を
与

え
て
く
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プT

M

新
潟
開
催
を
、

末
永
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
記

憶
に
と
ど
め
て
も
ら
お
う

と
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

設
置
し
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
弁
天

線
の
歩
道
（
米
山
１
、
新
潟

駅
南
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
わ
き
）

に
設
置
。
次
回
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
開
催
国
の
ド
イ
ツ
で
製

作
さ
れ
た
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
模
様
の
石
球
（
直
径
約
64

�
、
重
さ
約
４
０
０
�
）
が
、

台
座
の
上
に
置
か
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
特

徴
は
、
た
だ
見
る
だ
け
で
な

く
、
手
に
触
れ
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
石
球
に

は
常
時
水
圧
が
か
け
ら
れ
、

水
に
浮
か
ん
で
い
る
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
で
も

簡
単
に
手
で
回
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

11
月
８
日
に
は
、
笹
口
保

育
園
の
園
児
と
地
元
自
治
会

の
人
を
招
い
て
お
披
露
目
の

催
し
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち

は
「
す
ご
い
」「
お
も
し
ろ

い
」
な
ど
と
元
気
に
声
を
上

げ
、
石
球
に
触
れ
て
楽
し
み

ま
し
た
。

な
お
、
弁
天
線
の
歩
道
に

は
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

と
も
に
２
０
０
２
枚
の
市
民

歓
迎
プ
レ
ー
ト
も
設
置
さ
れ

て
お
り
、
本
市
へ
の
来
訪
者

を
歓
迎
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。

�
新
潟
テ
レ
ト
ピ
ア
振
興

協
会
は
、
市
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会

の
受
講
者
を
対
象
と
し
た
、

パ
ソ
コ
ン
相
談
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

こ
れ
は
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
復

習
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
初
歩
的
な
質
問
に
答
え

る
相
談
講
座
で
す
。

受
け
付
け
る
質
問
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ

ー
ラ
ー
と
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ

ク
ス
プ
レ
ス
に
限
り
ま
す
。

日
時

①
12
月
13
日
午
前
９

時
半
〜
正
午
②
12
月
13
日
午

平
成
15
年
度
の
公
民
館
を

定
期
利
用
す
る
団
体
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
＝
表
＝
。

説
明
会
は
、
各
館
別
に
行

い
、
公
民
館
の
利
用
方
法
や

申
込
受
付
日
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

新
規
に
利
用
を
希
望
す
る

団
体
は
、
事
前
に
各
館
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
利
用
を
希
望

す
る
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

後
１
時
〜
３
時
半
③
来
年
１

月
９
日
午
前
９
時
半
〜
正
午

④
来
年
１
月
９
日
午
後
１
時

〜
３
時
半

会
場

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

対
象

市
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
受

講
後
に
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
）
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

る
人
各
回
15
人

申
し
込
み

11
月
27
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
日
時
、
使
用
し
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
の

種
類
（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
98
な

ど
）
、
質
問
事
項
（
３
つ
ま

で
）
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
、
情
報
政
策

課
内
、
�
新
潟
テ
レ
ト
ピ
ア

振
興
協
会
（
�
内
線
２
１
３

９
）
へ
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

開催日 館　名

中地区公民館

北地区公民館

坂井輪地区公民館

曽野木地区公民館

木戸公民館

石山地区公民館

鳥屋野地区公民館

関屋地区公民館

両川公民館

大形公民館

小針青山公民館

東地区公民館

黒埼地区公民館

黒埼北部公民館

西地区公民館

中央公民館

直接各館へ

11・29

12・02

12・05

12・11

12・13

12・14

12・17

12・19

12・20

来年1・9

来年1・17

―

午後３時

午後７時

①午前10時

②午後７時

①午後２時

②午後７時

午後１時15分

午後１時半

午前９時半

①午後２時

②午後７時

①午後１時半

②午後７時

午後１時半

午前10時

①午後１時半

②午後７時

①午後１時半

②午後７時

271‐0017

259‐7330

269‐2043

280‐6810

275‐1952

286‐5631

285‐2371

266‐4939

280‐3332

270‐8133

230‐1071

241‐4119

377‐3101

232‐0077

261‐0031

223‐7070

時　間 電話番号

歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
演

＆
み
な
と
座
公
演

来
年
３
月
８
・
９
日
に

「
新
潟
歌
舞
伎
鑑
賞
会
〜

歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
公

演
＆
み
な
と
座
公
演
」
を

開
催
し
ま
す
。

第
１
部
は
、
忠
臣
蔵
外
伝

で
最
も
有
名
な
一
つ
「
弥
作

の
鎌
腹
〜
忠
臣
蔵
外
伝
よ

り
」
、
第
２
部
は
「
絵
本
太

功
記
〜
尼
ケ
崎
閑
居
の
場
」
、

第
３
部
は
歌
舞
伎
舞
踊
「
日

高
川
」
を
披
露
し
ま
す
。

第
１
・
３
部
は
大
歌
舞
伎

若
手
俳
優
が
、
第
２
部
は
新

潟
歌
舞
伎
み
な
と
座
が
出
演

し
ま
す
。

新
潟
歌
舞
伎
み
な
と
座

は
、
新
潟
在
住
の
役
者
に
よ

る
歌
舞
伎
劇
団
。
り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
開
館
プ
レ
事
業
の
参
加

者
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成

11
年
に
旗
揚
げ
を
し
た
劇
団

で
す
。

開
演

３
月
８
日
午
後
５

時
、
同
９
日
午
後
１
時
半

会
場

同
館
劇
場

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
４
０
０
０

円
、
Ａ
席
２
０
０
０
円
（
当

日
各
５
０
０
円
増
）

※
同
館
と
市
内
の
主
な
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

１
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

公
演
時
間
１
時
間
、
演
奏

者
の
ト
ー
ク
あ
り
、
し
か
も

１
人
５
０
０
円
で
ク
ラ
シ
ッ

ク
を
気
軽
に
楽
し
め
る
、
り

ゅ
ー
と
ぴ
あ
�
１
コ
イ
ン
・

コ
ン
サ
ー
ト
�
。
第
３
弾
は

「
い
や
し
の
音
色
�
フ
ル
ー
ト
�

表
情
」
と
題
し
、
第
5
回
ラ

ン
パ
ル
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー

ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
、
期
待
の
新
星
、
瀬
尾
和

紀
を
迎
え
、
「
フ
ラ
ン
ス
の

音
楽
と
の
出
会
い
」
を
テ
ー

マ
に
演
奏
し
ま
す
。

開
演

12
月
３
日
午
前
11
時

半会
場

同
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

※
１
人
５
０
０
円
、
当
日
直

接
会
場
へ
、
全
席
自
由

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ

ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２

４
・
５
５
２
１
）
へ

ワ
ン

の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
用
を
考

え
て
い
き
た
い
」
と
、
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

長
谷
川
市
長
を
訪
れ
邸
宅
の
寄
贈
を
申
し
入
れ
た
小
澤
辰
男
さ
ん
夫
妻

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
形
を
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
楽
し
そ
う
に

回
す
笹
口
保
育
園
の
園
児


